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序

社会生活の変革とともに 「 物の豊かさ」から 「心の豊かさ」が求められる今日、 文

化財は現代人の心の糧として欠くことのできない文化的要求と考えます。

昭和25年に、 文化財保護法が制定されて以来35年有余の歳月 を経過しましたか、 特

に埋蔵文化財に対する保護措置が、 開発事業と相まって高まりつつありますことは、

誠に喜ばしいことであります。

申し上げるまでもなく、 埋蔵文化財は遠い過去に先人が残してくれた基本的な文化

遺産であります。 往時の人々の生活状況 ・ 社会構造あるいは文化的内容を知るうえで

貴重な基礎的資料となり、 新しいこの時代に消滅させることのないよう保存・保護に

的確な措置を講じ後世に伝承させていくことが、 現代社会に課せられた重要な使命で

あります。

このたび、 長野電鉄株式会社が、 三輪地籍内で宅地造成事業を実施するにあたり、

市教育委員会に発掘調査の申出があり、 協議の結果長野市遺跡調査会が担当しこれに

あたることになりました ． 現地は、 長野電鉄桐原駅～本郷駅間の中間点で、 線路北側

と北国街道に挟まれた一 角に位置し、 今は静かな住宅地として1守んでおります。 この

あたり一帯は浅川扇状地遺跡群に包括され、 既に三輪小学校校舎改築時にも発掘調査

を行ない、 弥生時代以降の集落遺跡か確認されているところであります。

発掘調査の結果につきましては、 以下調査報告書を熟読願い広く活用されますとと

もに、 埋蔵文化財に対する歴史 ・ 文化等の正しいご理解をいただければ大変幸に存じ

ます。

終わりに、 本遺跡の調査から整理 ・ 報告書作成に至るまで、 多くの方々からご指導

ご協力を賜りましたことに対し、 心から感謝を申し上げる次第であります。

昭和62年3月31日

長野市教育委員会教育長

長野市遺跡調査会会長 奥村 秀雄
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1 本書は 、 長野電鉄株式会社 「 本郷住宅地造成事業 」に伴う緊急発掘調査報告書である。

遺跡名は、 周知される 「 三輪遺跡」内の 「 本郷住宅地地点」とする。
2 調査は 、 長野電鉄株式会社と長野市教育委員会との契約に基づき、 長野市遺跡調査会が担当

した。
3 本書作成における、 分担は下記の通りである。

遺構図整理・ 浄書 奈須野 · 千野•青木

遺物整理・実測 田中・中殿• 横山 • 青木

遺物図浄書 中殿•青木

写真 山口

4 本書の編集・執筆は 、 矢口の指導に碁づき、 中殿と青木が共同で行った。

なお、 第II章「遺跡周辺の環境」については 、 長野市立博物館 和 田博氏に玉稿を賜った。

記して感謝申し上げたい。
5 調査の諸記録及び遺物は 、 長野市立博物館において保管されている。

6 本書挿図における遺物番号は、 通し番号とし 、 写真図版と合致している。 また 、 遺構図中の

ドットに伴う数字は、 遺物番号を示し、 スクリ ー ン部分はカマドを表わしている。
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I 調査に至る経過

1 本郷住宅地造成事業

長野市東北部の浅川扇状地には、 数多くの遺跡が存在し、 通称 「浅川厨状地遺跡群」と名付け

られている。 この浅川扇状地の西側端末の三輪地籍にも、 埋蔵文化財が濃密に分布しており、 開発

事業に際しては、 その保護に関して注意を要する地域といえる。

昭和 60 年 2月19日付けで 、 長野電鉄株式会社より、 三輪地籍内（三詮9丁目146他）での宅地

造成計画（本郷住宅地）協議申出があり、 市教育委貝会社会教育課では開発地域内での遺物の散

布を確認したうえで、 埋蔵文化財包蔵状況を把握するための試掘調査の協力を要請した。

試掘調査は 、 昭和 60 年 3 月5 日に実施された。 開発地域の現状は、 東側％が日本機材工業株式

会社跡地、 残り西側は畑地であった。 調査の結果、 工場跡地に関しては、 既に撤去工事により深

さ 1 mにわたり1覺乱され 、 埋蔵文化財の包蔵を認めるには至らなかったが、 畑地部分においては 、

住居址と考えられる遣構の上面を数力所において確認するに至った。

このため市教委では、 事業に先立ち発掘調査による記録保存の必要性を認め、 長野電鉄株式会

社の協力を得て、 調査を着手する運ぴとなった。 調査範囲は、 埋蔵文化財の包蔵を認めた畑地部

分約1 600m'のうち 、 施工により現地表下への掘削か及ぶ道路部分 45 0m'に限定したが、 調査範囲

内で確認された遺構に関しては 、 拡張して全形を検出するものとした。 その他の地域に関しては、

盛り土された上に施工される計画となり、 施工に当 たっては地下へ影響が及ばぬよう配慮される

こととなった。

なお、 本遺跡の名称を 「三輪遺跡」 としたが 、 その根拠について補足しておきたい。
「三輪遺跡」は、 三輪地籍のうち 「 相ノ木」から 「 本郷」にかけての広い地域にその範囲が設定

されるといわれているが、 比較的早い時期に市街化が進んだため、 その正確な範囲等は不明とい

わざるをえない。 今回の調査地は、 字 「 相ノ木東」であり、 調査地東端を境として 「宇木」地籍

となる。 同じ 「 相ノ木東」地籍内には、 昭和5 0 ·5 1·5 3 年度に調査された三輪小学校が存在し 、

同遺跡は 「三輪遺跡」内での 「三輪小学校地点」として報告されている（長野市教委1980 「三綸

遺跡 」 ）。 同地点と本調査地とは約30 0m隔たりを有するが、 集落址としての連続性を考慮し、 本

調査地も また「三輪遺跡」 に該当 するものと判断し、 「三輪遺跡 • 本郷住宅地地点」 として報告

することとした。
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2 調査会及び調査団

長野市遺跡調査会は 、 市内所在の埋蔵文化財等遺跡発掘調査の調整企画及び、 それに基づく発

掘調査•分布調査を実施し 、 その記録作成と発掘された文化財の保存活用について研究すること

を目的として設立されているもので、 長野市教育委員会より委託を受け 、 各遺跡調査団を編成し

て調査を実施するものである。

調査会 会長 奥村秀雄 （長野市教育委員会教育長）

委貝 米山一政 （長野市文化財保護審議会長）

桐原 健 （長野市文化財保護審議会委員）

清水営ー （長野市教育委員会教育次長）

関川千代丸（長野市教育委員会文化財専門主事）

矢口忠良 （長野市立博物館学芸員）

監事 高野 覚 （長野市教育委員会総務課長）

事務局長 戸津幸雄(-61·3)

吉見 敏(61·4-) （長野市教育委員会社会教育課長）

局員 吉池弘忠 （長野市教育委員会社会教育課主幹）

山崎博三 （長野市教育委員会社会教育課主査）

調査団 調査団長 矢口忠良（長野市立博物館学芸員）

調査員 山口 明•青木和 明・千野 浩 • 奈須野由美（長野市立博物館学芸員）

中殿章子・横山かよ子・田中寿賀子・矢口栄子（長野市逍跡調査会）
出河裕典・小岩井久仁• 土屋 浩•森山嘉亮（信州大学学生）

執筆者 和 田 博（長野市立博物館専門主事）

作業員 井出つたえ 花岡艶子 川島邦子 伊藤幸子 丸山た まき 熊原馨 松山巧 春原文八

飯島喜知郎 牧野茂 高梨誠司 木賀勇 早津隆雄 染野卯 年 藤沢 月子 荻原熊夫

平塚五市 関金治 中村秀夫 早津春子 贄 田明 宮沢直樹 寺島康文

調査は 、 長野電鉄株式会社の全面的な御協力をえて実施されたものである。 関係各 位 にたい
し 、 厚く御礼申し上げたい。 また、 調査成果の整理から報告書作成に至るまで、 長野市立博物館

諸氏の御助力を頂いている。 記して感謝申し上げたい。
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II 遺跡周辺の環境

1 地理的環境

標高300-350mの低平な長 野盆地（善光寺平）は 、 千曲川を本流として犀川その他の諸河川を

合流し 、西南から東北に向けて長軸約40km 、 横幅の最も広い部分で約10kmに及ぶ紡錘状に展開する。

盆地以東は 、 上信越国立公園を形成する三国山脈で火成岩を主体とした急峻な山容を示し 、 山

脚部はリ アス式海岸状の出入に富み、 おぽれ谷相当部には扇状地や崖錐が発達している。

これに比して盆地以西は 、 標高700-800mの切峯面を形成する中新世以降の若い堆稜層を主とし

ており 、 地層の走向は盆地主軸に並行する。 このため 、 盆地西側の辺縁部は段丘や断層を伴って

比較的単調で 、
一般的に南部で扇状地が優勢に発達し北上するに従って劣勢となり、 逆に千曲川

以東に発達した扇状地形を見せる。

このような巨視的地形の中にあって 、 飯縄山を水源とする浅川は山間部を浸食流下した後、 三

登山南麓を限る西条断層と これに直交する上松断層の接点にあたる浅川東条地籍の通称浅川原口

を谷口として盆地に流入し 、 東南方向を主軸とした平均斜度七を計測する典型的な扇状地を形成

する。 扇頂から約 2 km弱東南流した浅川は以後天井川と なり、 さらに約 1 km弱流下した富竹附近

で大きく左旋回し 、 千曲川自然堤防の西側後背湿地帯を東北へ貰流して豊野町に至り、 鳥居川と

共に千曲川に流入する。

浅川扇状地は 、 右殴既ち南方部では扇頂から約 2 km南下した三輪八丁目で城山丘陵を横断した

堀切沢 が扇状地と城山丘陵との接合部を一部開析しているが、 新町ー柳町一荒屋 を縫合 線 と し

て湯福•裾花川扇状地に接し 、 扇端は標高370m等高線沿いに東流する鏑鋳川用水附近で端末状段

丘を形成し、 さらに延ぴて360m等高線前後を西南ー東北に走る国鉄信越本線を越え 、
一 部沖積地

状を呈しながら平林一東和 田一南堀に まで達して沖積地に移行する。

この扇状地の伏流湧水地帯は 、 古来桐原七景と呼ばれて親し まれていた湧泉にもうかかわれる

ように 、 標高390-370m線の間に帯状に分布し 、 そ こに相ノ木 ・桐原 ・ 返目 •吉田さらに稲田 ・

徳間の諸集落が発達し、 県道長野豊野線（旧北国街道 、 通称相ノ木通り）をはさんで一 連の街村

を形成している。

湧水地帯下縁を裾花川から導水した前述の鐘鋳川用水が東流する。用水は点在する溜池と共に 、

それより低位の広い範囲にわたって条里制遺構を呈する水田地域をうるおしていたが、 年を追っ

て水田が姿を消し住宅や平業所が立ち並びつ、ある。

このような浅川扇状地の南方下部地域にある本遺跡の地点は 、長 野電鉄本郷駅東方約200m余の

線路傍北側に所在する。 本遺跡でも同様であったが本郷駅西方近くの三輪小学校遺跡には拳大か

ら人頭大の転石が包含されて扇状地端末部の特色を見せ、 それを収集している人も近隣にいる。

こ、は、 地滑りの赤茶けた地肌に防災工事の進む地附山が西北にそばだち 、 約350mの比高差で冷
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たい飯縄おろしを防ぐ日溜りの南傾斜高燥地で 、 線路をへだてた南辺には湧水の所在をにおわせ

る段差の痕跡も見られ、 水利に恵まれた絶好の住居地域を形成する。 線路沿線には数年前 まで所

々に耕地も点在していたが、 現在ではほとんど住宅地に変容している。

2 歴史的環境

大正1 4年(1925 )作製の地籍図によると、 本遺跡に南隣して東西に長い 「 三諸前」の地字が西

方に広がり、 さらにその南方に 「神境」もある。 「 三諸」はサンジョと呼称されているらしいが、
本来は 「神のいる所で、 多くは三輪山を指す」（古語辞典）とされるミモロと考えられ 、 出雲の美

和族奉斎神とされる祭神・神社名ともに大和の大神神社に同じ 美和神社の神域が北側にある。

この神社は延喜式神名帳に記載された水内9 社の筆頭に列する式内社で、記録上の初見は貞観8

年(866) 2月 7 日の条に、 「三和 • 神部両神に兵疾の災を防ぐため国師・講師に奉幣読経させた。 」

（意訳 、 三代実録 ）とある。 神部（ミワノベ）神はおそらく三和神とならび祀られていた神であ

ろうとされている。 また同書の貞観3年( 861)に 「 二月七日辛亥授信濃国正六位上国業比売神従

五位下（上下略）」とある神は、 現在美和神社の相殿に祀られており 、 記録から見ても古くからの

美和神社鎮座がうかがわれる。

この神域西に隣接する三輪小学校の校地は昭和50 年から 3次にわたって発掘調査され、弥生後

期～平安時代の遺跡が確認されている。

古い一 筋の道が このような古来からの由緒をもつ神社前から本遺跡南を経て東方約 800m地点

にある桐原牧神社前にうねうねと通じ ている。 延喜古道もはゞこれにそっていて 、 桐原牧神社か

ら吉田大銀杏附近さらに1日稲積村地籍から北上して三オの多古駅家跡へ向ったと考えられている（

吉田大銀杏のある地籍は、 以前は吉田大宮（現在吉田上町鎮座 ）の故地で皇足穂命を祭神とし式

内社にも比定されている。 この故地は飯縄山をはるかに望む湧泉地で古代祭祀に好適 な所でもあ

る。

桐原牧神社附近は牧野（まきの ）地籍で、 北山抄に 「 応和元年(961)十一月四日召桐原駒廿疋

於南庭覧之云々」とある後院領桐原牧は、 この桐原中心の牧場を指し、 これが文治 2年(11 86)

の乃貢未済庄々にみえる吉田牧に なったとも言われ、 宇木（牛牧の略）・駒弓社・駒沢・三オの

地名のほか、 桐原牧神社の薬駒神事も1日牧場の名残とされる。

同神社東側に昭和30 年ごろ まで 「ほり田」と呼ばれる水田に囲 まれて一 段高い耕地があり 、 明

治 町村誌には高野氏古城跡と記されている。 こ、は応永1 1 年(14 04 )の市 川氏軍忠状に 「大将細

川兵庫助殿奥郡御発向時桐原若槻下芋河之要害責落云々」とある桐原城で、 当 時 これら諸地域は

中野を本拠とする高梨氏の傘下にあった。

諏訪御布礼之古書には文明3年(14 71)の明年御射山祭頭役に 「桐原 惟宗忠国御花礼五貫六百

文」と見えている。 また同書の長享元年(14 8 7)の条には 「宇木小井桐原小鹿野長嶋五ケ村而頭

本打替々々勤申候（上下略）」ともあり、 当 時宇木は原諏宗、 小鹿野（押鐘）は原真高の領有が同
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条で知ら れる。 宇木城は本遺跡北約 1 km余の盛伝寺地籍、 小井（ 越 ）は約1 . 5km東の中越、 押 鐘は

東北約700 m S B C 東南隣にそれぞれあり 、 押鐘城は現在も遺構を残存している。 長島は不明であ

るか返 目 あたりの古名とする説もある。

こ れ ら の居館跡以外に本遺跡西北200 m の長野女子高校建設以前には明瞭 な遺構があり、 相 ノ 木氏
居館跡と呼ばれるが 、 一 説には浅川の氾濫で宇木城が こ 、 へ移ったとする人もある。 さ ら に南約

1 kmの国鉄工場敷地には 善光寺奉行も勤めた原有源の平林城があるなど、 本遺跡を囲む一帯には

いわゆる小名と呼ばれる中世地方武士の本拠が数多い。

こ れ ら 弱小武士達は時には高梨氏に併呑され、 或いは 太 田 庄を本領とする島津氏の蚕 食を受け

たり、 互に協力合力して所領確保に努めたりもした。 こ のように考えるとき応永7 年(1400 ) の

大塔合戦において 、 北信の大勢が反守護軍に まわる中にあって 、 宇木 ・ 中越氏 ら か小笠原守護軍

に投じた悲願かうかがわれる。

中世武士達の争乱は天文22 年 (1553) に始 まる川中島の戦でその極に達する。 12 年間に及ぶ甲

越対戦の間謙信は信楼に出撃するたびに横山城を拠点とした。 こ れが本遺跡西約 1 kmにある城山

丘陵上にあった平山城で、 約50 m 余の比高差をもって平地部に臨んでいる。 横山城の本郭跡は前

方後円 墳であるとは衆 目 の見ると こ ろ、 現在そ こ に祭祀されている水内大社は近世末 まで 善光寺

本堂に接して社殿のあった年神堂で、 延喜式にある水 内 郡の名神大社健御名方富命神彦別神社は

こ の神とされている。 なお城山は仮寝 ケ丘と呼ばれてもいた。

乱脈だった地域清勢も統一されて近世になると、 松平忠輝が松代か ら 越後に移封になった翌慶

長16 年 ( 1611 ) に 江 戸 ～ 福 島 城 （ 直 江 津 ）を結ぶ動脈として 、 それ までの長 沼 ～ 松代通りにかわ

って 善光寺経由が北国往還となった。 こ れによって通路が整備され横山 ～ 吉田間は在来古道より

上部に直線的な最短路が開設され、 散在していた周辺の集落は新しい街道沿いに集め ら れ、 吉 田

には口 留番 所がおか れ 、 横山には一里塚が設け ら れた。

以後近世を通じ て加賀 藩 主をはじ め北陸諸大名の参勤交替及び佐渡金山か ら の金銀運搬の重要

路となると共に、 庶 民の 生活物資の輸送や 善光寺参りの旅人などで賑わった。

なおこ の三輪地域は 、 近世初頭に一部地域の 善光寺領時代があったものの 、 近世を通じ て 善光

寺領に接する松代領であった。 明治以降は 数次にわたる合併 を経て大正12 年に長野市に併合して

今 日 に至っている。

（参考文献 ）「 上水 内 郡地 質誌」 、 「上水 内 郡 誌 自 然篇・ 歴 史 篇 」 、 「豊野団研連絡紙No.30」 、 「 信 濃 史 料」

「長 野市 史 」 、 「 長 野 県町村誌 • 長野県の地 名」 、 「長 野 県 史」
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1 調査経過 と 調査概要

( 1 ) 調査 の 経過

III 調 査 内 容

調査は、 昭和60 年 4 月10日を も って開始された。 試掘時にはかな り 浅い位置（地 表下30 - 40cm )

に遺構の存在が確かめられていた も のの、 表土層は畑の耕作によ り f覺乱されているため 、 パ ッ ク

ホ ーを援用して、 20-30cmをめどに、 表土を除去することとした。 同日よ り 遺構の検出作業に入

り 、 特に西側の地区にお いて遺物の出土が多く見られた。 引 き続き1 5日 まで実施された検出作業

によ り 、 遺物の集 中 出土を見た西側の地区に 、 住居址•溝•土凛などの遺構の存在が明 かと なっ

た。 1 6日から 、 各遺構の掘 り 下げ作業に入 り 、 19日には測 量作業へ と 移行した。 実測図は、 簡 易

的な遺 り 方測量に基づき、 1 : 20の縮尺で作成し、 住居址内カマ ド 部分に関しては 1 : 10の縮尺

を用いた。 遺構内の遺物は 、 覆土上位 ・ 中位 ・ 床面等出土位置ごとに一括して採取し、 主要な も

のに関しては出土状況写真撮影の後 、 位置 h レ ベ ルを実測図に記録した。 25日には、 全遺構測 量

作業と遺物の採取とが完 了 し 、 発掘作業を終える こ ととなった。

以降 2 年 次にわた り 、 調査成果の整理及ぴ報告書作成作業を長野市立博物館において実施し、

本書の刊行に至った。

(2) 調 査 の 概要

調査地は 、 遺構の検出された範囲が畑地として利用されてお り 、 わずかに南への傾斜を見せる

平坦地となっている。 土層は、 表土上部が耕作土層、 下部が川原石を混じ えた暗褐色土層であ り 、

遺構検出面となった地山は、 同層が漸移的に砂礫混じ り の黄褐色土層へと移行する部分に当たる。

また 、 検出面においては、 部分的に砂礫質の極めて強くなる土層が帯状に見られ 、 扇状地の複雑

な堆積状況を示している。 遺構検出面は地表下 40cmを測 り 、 標高は379 .1 mとなる。

検出された遺構は、 住居址 5 軒 • 溝址 4 本 ・ 土墳 1 基である。 5号住居址を切 り 込んで 3号住

居址が構築されている以外、 遺構の重複は認められない。 こ のうち、 4号住居址は古墳時代、 1

- 3 · 5号住居址は平安時代の所産と判断され、 また 、 平安時代で も 5号住居址と 1 - 3号住居
址とに時間差を遺物から認めることができる。

以下 、 遺構と遺物の調査内 容については、 古墳時代ー I期(4 号住 ） 、 平安時代古ー II期(5 号

住 ） 、 平安時代新ーIII 期( 1 - 3 号住 ） として 、 時期毎に報告する。 その他の遺構については、 土

士廣をIII期、 4号溝を II期に比定した以外、 出土遺物の時代が混在した状況にあるため、 特に時期

を定めてはいない。
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2 I 期 の 遺 構 と 遺物

4 号住居址

遺構（図 4 )

一辺 4.4mの方 形を呈すると考えられるが、 北半が調査区域外と なり未調査であ る。 壁高は45

-55 cmをはかり、 柱穴が 2 本検出されている。 東 壁には、 幅5 0cmほどの張り出しが見られ、 その

手前床面には径70cm、 深さ20cmの ピ ッ トが存在する。 ピ ッ ト底には 、 径15 cm内外の川原石が 4 個

集積されている。 遺物は、 土器大破片が破砕された状態で、 東壁際と南東隅柱穴付近に集中して

見られ、 ほとんど床面直上に分布している。 なお、 南東隅付近床面には、 厚さ5 cmの焼土の堆積

が認められたが、 カ マ ド等の構造は確認されていない。

遺物（ 図 5 · 6 )
出土遺物は、 土師器 ・ 須 恵器の土器類に限られる。

土師器は、 杯 1 点を除き、 全て甕で 占 められる。 甕は 、 調整 方 法からハケ メ 調整によるもの(1

- 5 )と、 ヘ ラ ミ ガ キ 調整 によるもの(6)との 2 種に分類される。 前者は、 外面が縦 方 向のハケ メ

により調整され、 短く外反した口縁部形態を呈する。 後者は 、 外面を縦方 向に粗くヘ ラ ミ ガ キ し、

大き 〈 外反した長い口縁部形態を呈し、 強い ヨ コ ナ デにより頸部下に稜線が形成されている。

両者とも、 内面はナ デ または板状のエ具により平滑化されている。 杯(7)は、 大きく開いた口縁部

をもつ扁平 な形態を呈し 、 内面は黒色処理されている。

須 恵器は、 杯蓋つ まみ部分破片と、 甕口縁破片であり 、 全形を知る ことはできない。

Z m  

図 4 4 号住居址 ( 1 : 60 ) 
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図 6 4 号住居址出 土 土 器② ( 1  : 3 )  

図 種 器 法 覇 ( cm ) 瑣 成 形 ・ 調 整 ・ 施 文
備 名·

号 別 種 ロ 径 底 径 器高 存 外 面 内 而

l 土 痰 1 6 . 6  7 . 5  35 . 7  + ハ ケ ！障下位1こ 部分的にナテr
板状工具に よ る 調 整 内面に無斑あ り 底部木葉痕

2 土 痰 1 4 . 1  + ハ ケ 胴部下位 に ケ ズリ 板状工具 に よ る 調 整 外面Ii偶班がIi と ん と＇ 内OO農班あ り

3 土 痰 1 7 . 7  ¾ ノ ヽ ケ ナ デ 外 面 に 黒斑 あ り

4 土 猥 7 . 0  2 I ハ ケ 胴部下位か ら 底部ナテ・
ナ デ 外面に無斑あ り 底郎木葉痕

5 土 痰 1 7  2 呈3 ハ ケ 板状工具に よ る 調 整 外 面 に 黒斑 あ り

6 土 猥 1 6 . 3  令 ミ ガ キ 板状工具に よ る 調 整 外面に黒斑あ り 底部木菓痕

7 土 坪 1 4 . 4  6 . 7  3 . 9  令 底部付近～ 底部悟止ケ ズ リ ミ ガ キ 黒 色処理

8 須 蓋 I I ロ ク ロ 調整 ロ ク ロ 調 整 外 而 • 内 面 黒斑あ り

， 須 甕 B I ロ ク ロ 調 整 ロ ク ロ 調 整 外 面 に 黒斑あ リ

1 期 の 遺構 は 、 4 号住居址 l 軒の み であ り 、 遺物 も 断 片 的 な も の と な る た め 、 そ の 詳細に つ い

て は 不 明 な 部分 が 多 い 。 土 師 器甕 に 特徴 的 な 長胴 化の 傾 向 と 縦方 向 の ハ ケ メ 調 整は 、 当 該地域に

お い て は 6 世紀代か ら 見 ら れ 、 7 世紀へ と 受 け 継か れ て い く 形 態 と 調 整手 法 で あ り 、 本 期 は ほ ぱ

6 世紀 後半 に 位置 付け ら れ る も の と 予察 し て お き た い 。 共伴す る 土 師 器杯 、 あ る い は 須忠器に よ

る 検討 と 分析が今 後 の 課題 で あ り 、 資料の増加 を 期す る と こ ろ で あ る 。
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3 II 期 の 遺構 と 遺物

5 号住居址
遺構 （ 図 7 )

3 号住 の 床下 に 検 出 さ れ た も ので、

調査範囲 外 と な る 部分か多 い 。 北壁

中 央部 と 思わ れ る 位 箇 に カ マ ド が存

在 し 、 そ れか ら 推定 し て 4 m 四 方 の

方 形 を 呈す る も の と 思わ れ る 。 カ マ

ド は 、 上部の構築 材 が全 て 破壊 さ れ

て い る が 、 石 材 を 固 定す る た め の 掘

り 方 と 、 火床 と な る 焼土 面 と か遺存

1 2  

:� �゚望�--�J 1 

図 7 5 号住居址 ( 1 : 60 ) 

〇"""""""""""'" 2 m  

し て お り 、 該 期 に 一般 的 な 石 芯 の カ マ ド 構造 であ っ た ら し い 。 ま た 、 カ マ ド 横 の 壁際 に 長 円 形 の

貯蔵穴が存在す る こ と も 例 に 漏 れ な い 。 逍物は 、 こ の ピ ッ ト 内 か ら 集 中 し て 検出 さ れ た 。

遺物 （ 図 8 · 9 )

須 恵 器 は 瓶の 頸部破片 ( 10 ) と 坪 ( 1 1 - 13 ) が 出 土 し て い る 。 杯 は 細 か い ロ ク ロ 調 整痕 を 体 部

に 残 し 、 底部は 回 転 糸切 り 痕 を そ の ま ま に

残 す 。 焼成はやや軟 質 であ り 、 灰 白 色 に 近

い 色調 を 呈す る 。

土師器は 、 月 ・ 小 形猥 · 甕 が 出 土 し て い

る 。 坪( 14 ) は 、 ロ ク ロ 調 整に よ り 、 底 部 は

回 転 糸切 り 痕 を そ の ま ま に 残 し 、 内 面 は 黒

色 研磨 さ れ て い る 。 小 形痰 ( 15 ) は 、 ロ ク ロ

調 整に よ り 、 底 部 は 回 転 糸切 り の ま ま 未調

整 であ る 。 痰 ( 16 - 23 ) は 、 8 個体以上が

出 土 し て お り 、 外 面 上半部に ロ ク ロ 調 整痕

を 残 し 、 下 半 を 縦方 向 に ヘ ラ ケ ズ リ す る も

の で 、 肥厚 し て 受 口 状 と な る 口 縁部 と 、 砲

弾形の体部が共通す る 形態 であ る 。 内 面 の

調整は 、 上半部に ロ ク ロ 回 転 に よ る ハ ケ メ

（ カ キ メ ） 、 下半部に ハ ケ メ か残 さ れ る こ と

が一般的であ る が 、 上半部 に カ キ メ を 施 さ

な い も の ( 19 - 22 ) も 見 ら れ る 。

番 種
号 別

10 須

1 1  須

12  須

13  須

14  土

15  土

16  土

1 7  土

1 8  土

19  士

20 土

2 1  土

22 土

23 土

- l3 -

器
種

瓶

杯

杯

杯

杯

小甕

甕

猥

猥

甕

畑が

痰

甕

甕

法 最 ( cm )

存
成 形 ・ 調 悲冬 • 他

ロ 径 底 径 器高

1 3  2 I 

1 2 . 0  5 . 6  4 . 0  完 底 一 糸 切

1 2 . 6  5 . 8  4 . 0  完 底 一糸 切

1 2 . 3  6 . 0  4 . 0  2 I 底 一糸 切

7 . 4  4 I 内 面ー ミ ガキ • 黒 色処埋

1 2 . 8  6 . 3  1 0 . 7  2 I 底一 糸切

1 9 . 4  4 I 内 面ーハ ケ

20 . 1  B I 内 面ーハ ケ

20 . 0  3 I 外面ー ケ ズ リ 内 面ー カ キ メ

2 1 . 8  6 I 

1 9 . 6  4 I 外面ーケ ズ リ 内 面ーナテ
«

23 . 8  3 . 3  3 1 . 3 2 3 外 面ー ケ ス'. 11 I村 面ー ハ ケ

24 . 4  百I― 外面ー ケ ズ リ

22 . 8  3 I 外面ー ケ ズ リ 内面ー カ 午 メ
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4 号溝址
遺構 （ 図 10)

調査区東側に集中して検出された溝址の

うち、 最北端に位箇する。 北側は調査区域

外となり全形は不明となっているが 、 幅60

cmの溝状部分と、 竪穴状の部分により構成

され 、 住居址に溝が重 複した も ので あ る可

能性 か考慮される。 溝状の部分は 、 深さ10

-1 5cm 、 竪 穴状の部分は 、 深さ25cm内外を

測る。 逍物は、 主に竪穴状の部分から出土

しており 、 底面 も 平坦 な 床状を呈するため、

同 部分か住居址とな る可能性は嵩い。

遺物（ 図 10 )

土師器坪 • 高台坪 ・ 甕・須 恵器蓋 • 高 台

坪などか出土している。 土師器坪は、 ロ ク
ロ 調整により、 内面が黒 色研磨されている。

番
号

24 

25 

2 6  

2 7  

2 8  

2 9  

30 

31 

32 

33 

34 

種 器
別 植

土 杯

土 杯

土 台杯

須 杯

須 蓋

須 台杯

土 痰

土 引1r,く

土 甕

須 瓶

須 猥

法 屈 (crn)

口 径 底径 器高

13.0 5 . 7 4.3 

17  0 7. 2 4. 7 

14. 1 

11.0 5 . 7 4.0 

9. 8 

7 6 

12 0 

2 1.2 

24. 2 

9.2 

逍
存

-+ 
3 I 

6 I 

8 I 

8 I 

4 I 

8 I 

4 I 

8 I 

8 I 

成 形 ・ 調 格 • 他

内薗ー ： グキ ・ .!色�i,_ 紅ー,\;ii ヶ て ,,

Iり曲ー ： ガキ ・・りも'aJU t—ざ：ijJ 

Iり直一 ミ ガギ . f色包月 � 一�lfi.ャ ,. ,,

底一糸 切

底一糸 切 · 回転ケ ズ リ

内 面ー ナ デ

内 [(llー カ キ メ

底部は 、 回 転 糸切りの後 、 静止ヘ ラ ケ ズリ により調整した も の(24) と 、 無調杷の も の(25)とが存

在する。 高 台 坪(2 6)は 、 底部を回 転ヘ ラ ケ ズリ した後に高 台 を付している。

II期の瑣構は住居址 1 軒と 、 住居址となる可能性 も あ る溝址であり 、 断 片 的 な 検出にと ど まる

も のであるが 、 出土逍物は比較的豊富であ り 、 その様相を検討する こ とは可能である。

出 土した土器は 、 土師器甕 • 坪、 須 恵器坪を主体として構成される。 土師器梨は 、 北陸地 方で

成立したと考えられる ロ ク ロ 調整を用いた も ので 、 当 該地においては 、 平安時 代を代 表する痰の

— /(
1

) 式となる。 成立初期の も のは 、 須 恵器的な 口縁部形態を踏製するが、 本期におけるそれは、

端部が丸く仕上げられ 、 肥厚した受口状を呈する形態と な り 、 後出的な 要素を認める こ とかでき

る。 土師器坪 も 、 痰と軌を一にして ロ クロ 調整へ変換すると思われるが、 本期の も のは 、 底 部 回

転 糸切り痕をその ま まに残し無 調 整で あ る こ とから 、 後出的要素が指摘される。 �ti 必器坪は 、 焼

成がやや悪く、 口縁部が外反 ぎみとなり 、 底部は径が小さく回転 糸切り痕 か その ま まに残される。

灰釉陶器の出現により 、 粗雑化し 、 消滅する須 恵器の末期的 な 特徴が一 部に表われており、 土帥

器の示す時代相に合致する。

灰釉陶器の伴出を確認してい ないが 、 以上の様相は灰釉陶器が搬 入され 一般 化する段階に位附

付けて大過 な い も のと考え、 ほぱ10世紀代の所産としておきたい。

- 16 -



ー
ハ
f
l
l

十

／ 

O 2 m  

( 1  : 60 ) 

-

24 
25 仁こ—二＝竺

28 

.. ··. 
(_________「口、：、喜 26
三 □□? =±=s1 ,, 

31 

口
30 

\ 1 !( 33 

32 
゜ 1 0cm 

( 1  : 3 )  

図10 4 号溝址 と 出土 土 器

- 17 -



4 III 期 の 遺構 と 遺物

1 号住居址 遺構 （ 図 1 1 )

4 . 5 X 3 . 6 m の 長 方 形 を 呈 し 、 壁 嵩 は 1 5cm 内 外 を 測 る 。 長 辺 の 東壁南隅 よ り カ マ ド を 有 し 、 カ マ

ド 南 側 に 貯 蔵 穴 か存 在 す る 。 床 面 は 堅 く 、 北 西 開 • 南 西隅 と 、 東壁 よ り の 中 央部に ピ ッ ト が存 在

す る 。 カ マ ド は 径20cm 程度の 角 礫 を 芯 と し て 、 若 干 壁 外に 張 り 出 す 形 であ っ た ら し い が 、 は と ん

ど 原 形 を 保 っ て お ら ず 、 深 さ 1 0cm の 2 か 所の掘 り 込み 周 辺 に 礫 と 逍物 ・ 焼土が散乱 し た 状況に あ

る 。 カ マ ド 横 の 貯 蔵 穴 は 、 長 径90cm の 長 円 形 で 、 深 さ は 20cm を 測 り 、 内 部に は 迅物が転落 し た 状

態 で検 出 さ れ て い る 。 逍物は 、 カ マ ド と 貯蔵 穴 の 周 辺 に 集 中 す る ほ か 、 北 壁 、 西 壁 際 に も 集 中 地

点 か 見 ら れ る 。 出 土 レ ベ ルは 、 一 部 を 除 き 床 面 と そ の 直上 に 位罹 す る 。

番 種 器 法 覇 追 番 種 器 法 批 逍
号 別 種 存

成 形 · 調 整 • 他
号 別 種 存

成 If� ・ 調 整 • 他
ロ 径 底 径 器 高 口 径 底径 器高

35 土 坪 9 . 6  4 . 5  2 . 7  完 底一 糸切 54 土 珂、 1 3 . 2  5 . 0  5 . 0  完 底一 糸 りJ

36 土 坪 9 . 7  4 . 5  3 . 2  す
4 

底一 糸切 55 土 坪 14 . 2  5 . 5  5 . 8  3 I 底一 糸 切

37 土 坪 10 . 2  4 . 2  3 . 2  4 I 底一 糸切 56 土 坪 12 . 2  5 . 2  5 .  1 2 I 

38 土 坪 1 0 . 2  3 . 8  3 . 5  4 I 底一糸切 57 土 杯 1 2 . 8  5 . 2  5 . 4  完 内面ー ミ ガキ ・嬰色処埋 底—糸切

39 土 坪 1 0 . 2  4 . 6  3 . 3  2 I 底一 糸切 58 土 台杯 6 . 6  2 I 底一 糸 り］ ・ ナ テぃ

40 土 坪 1 0 . 5  4 . 6  3 . 4  完 底一 糸切 59 土 台杯 1 0 . 3  5 . 6  3 . 8  完 内面ー ミ ガ令 ・軋色姓埋 底—tデ

4 1  土 坪 10 . 5  4 . 5  3 . 3  令 底一 糸切 60 土 台杯 1 1 . 1  2 I 内面ー ミ ガキ • 黒 色処埋

42 土 坪 10 . 5  5 . 3  3 . 5  完 底一 糸切 6 1  土 台杯 1 3 . 6  3 I 内雁iー ミ カ・キ • 黒色処理

43 土 坪 1 0 . 8  5 . 2  3 . 0  フ
今

L 底一 糸切 62 土 台妍 14 . 3  � 4 内而ー ミ ガキ • 黒色処理

44 土 坪 1 0 . 8  3 . 9  3 . 1  ¾ 底一 糸切 63 土 台杯 6 . 5  3 I 内面ー ミ ガヤ ・嬰色是埋 底一糸りJ

45 土 坪 1 0 . 8  5 . 6  3 . 0  完 底一 糸切 64 土 台杯 1 3 . 4  6 .  l 6 . 0  2 5 内面ー ミ ガ令 ・懇色処埋 底—
ナ
糸

デ
l;/_ J 

46 土 坪 10 . 8  5 . 8  3 . 4  完 底一 糸切 65 土 台杯 1 4 . 2  7 . 2  6 . 3  百2― 内面— ミ ガキ ・嬰も処埋 底一糸りJ

47 土 坪 1 0 . 9  5 . 0  3 . 4  --1.. 5 底一 糸切 66 灰 椀 1 7 . 0  7 . 5  6 . 3  すI 底―糸り） 内OO且然籍 、 憤It排It

48 土 坪 1 1 . 1  4 . 0  3 . 5  3 I 底一 糸切 67 灰 椀 1 5 . 5  8 . 3  6 . 3  4 I m,t 掛け

49 土 坪 1 1 .  1 4 . 8  3 . 6  号 底一 糸切 68 土 甕 1 6 . 5  4 I 

50 土 坪 1 2 . 2  5 . 0  4 . 7  完 底一 糸切 69 土 痰 1 4 . 8  5 l 外 llllー ケ ズ リ

5 1  土 杯 1 2 . 5  5 . 3  3 . 8  2 l 底一 糸切 70 土 引,,.,:f 2 1 . 6  4 I 

52 土 坪 1 2 . 6  4 . 7  3 . 7  完 底一 糸切 71  土 甕 24 . 8  

53 土 坪 1 3 . 4  6 . 2  3 . 6  � 5 底一 糸切

- 18 -
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図 14 1号住居址 出土土器③(1 : 3 )  

1 号 住居址 遺物 （ 図 12 - 14 ) 

土師器 ・ 灰釉 陶器が出土してい る。 以下器種分類を試みる。

47 

土師器杯 底 部に回転糸切痕をその ま まに残すもので、 内面がロクロ調整のま ま無調整のもの

を A 類、 黒色処理されるものを B 類(57 )とする。 A 類は、 口径から更 に A 1 類- A 3類に分類さ

れる。 10cm以下ー A 1 (35 · 36) 、 1 0-1 2cm - A 2 (37 -49 ) 、 12cm以上ー A 3 (50 -56) 

土師器高杯台 (61- 65 ) 内面がヘ ラ ミ ガ キ 調整 • 黒色処理され、 器高の高 い椀形を呈する。

ロ 径は14cm内外を測る。 こ の他 、 内外面黒色処理されるもの(59 )や小形品と思われるもの(60) 、

高 台 が高く皿形を呈すると思われるもの(5 8) が存在する。

土師器甕(68-7 1) 全形を知りうるものがないが、 ロクロ調整により 、 大形品 と小形品が存在

する。 口 縁部は短く外反し 、 平底を呈するものと予 想される。 カ キ メ による 2 次調整は存在し な

いが、 雑 なヘ ラ ケ ズ リ を外面に施したもの(70 )が存在する。

灰釉陶器椀(66·67 ) 両者とも 、 釉が漬け掛けされるが、 66は内面全体に自然釉が掛かる。 口縁

端部はわずかに外反し 、 67は内面に沈線がめぐる。 高 台 は弧状を呈し 、 回転 ケ ズリ の後に付けら

れている。 なお 、 66は回転 ケ ズ リ 痕をナ デにより再調整して いる。

- 22 -



2 号住居址 遺構 （ 図 1 5 )

3 . 5 X 3 . 4 m の 方 形 を 呈 し 、 壁 高 は 30cm を 測 る 。 東 壁 南 隅寄 り に 、 川 原石 を 芯 と し た カ マ ド を 有

し 、 そ の南側 に 深 さ 1 0cm の 貯 蔵 穴 が存 在 す る 。 床 面 は 軟 弱 であ り 、 径90cmの ピ ッ ト が検 出 さ れ て

い る 。 同 ピ ッ ト は 出 土逍物か ら 住居構築 以 前 の 別遺構であ る 可能性が高 い 。 カ マ ド は 比較的追存

状況が良 好 であ り 、 壁 外 に 張 り 出 し た 長 さ 1 . 5 m の煙道が確認 さ れ る 。 追物は 、 カ マ ド 内 の は か に

住居址 毅 土 中 に 多数 包 含 さ れ て お り 、 床面 よ り か な り 浮 い た 状 態 の も の が 多 い 。

番 種 器 法 屈 迅 番 種 器 法 最
万ロ 別 種 存

成 形 ・ 調 整 • 他
号 別 種 存

成形 ・ 調 整 • 他
口 径 底径 器高 ロ 径 底 径 器 高

72 土 坪 10 . 2  5 . 5  3 . 4  告 底一 糸切 97 土 台杯 7 . 0  古 内面ー ミ ガキ ・農色見埋 底—糸りJ

73 土 牙 1 0 . 4  4 . 7  3 . 1  3 I 底一 糸切 98 土 台杯 6 . 6  3 I 内面ー ミ ガキ ・熊色処理 底一糸りJ

74 土 坪 1 0 . 4  3 . 5  3 . 6  音 底一 糸切 99 灰 Jlll 1 1 . 4 6 . 2  2 . 5  す3 底一糸切 漬 け 掛け

75 土 杯 1 0 . 8  5 . 4  3 . 2  令 底一 糸切 100 灰 皿 1 3 . 0  6 l 漬 け 掛け

76 土 坪 10 . 8  5 . 0  3 . 4  フc!sL 底一 糸切 101 灰 椀 7 . 3  8 I 

77 土 坪 10 . 8  4 . 9  2 . 8  2 I 底一糸切 102 灰 椀 1 0 . 2  12 I 刷 毛ぬ り

78 土 坪 1 1 . 0 4 . 6  3 . 7  完 底一 糸切 103 灰 椀 1 3 . 8  百I― 刷 毛ぬ り

79 土 坪 1 1 . 0 6 . 0  3 . 3  令 底一 糸切 104 灰 椀 7 . 7  4 l 底ーナ テ 刷 毛ぬ り

80 土 牙 1 1 . 1  5 . 1  3 . 5  2 I 底一 糸切 105 灰 椀 1 6 . 6  7 . 8  6 . 1 百3― 底 糸り通l伝ケズり 訊It排It

81 土 坪 1 1 . 1  5 . 0  3 . 6  完 底一 糸切 106 灰 椀 6 . 9  6 I 底ーナ デ

82 土 杯 1 1 . 0 6 . 4  3 . 5  4 I 底一 糸切 I07 灰 椀 7 . 6  4 I 底ーナ デ

83 土 坪 1 1 .  2 6 . 0  3 . 5  令 底一 糸切 I08 灰 瓶 1 1 . 2 12 I 

84 土 坪 1 1 .  2 4 . 7  3 . 5  -t 底一 糸切 I09 土 痰 1 8 . 6  4 I 

85 土 坪 1 1 . 4  5 . 2  3 . 3  令 底一 糸切 110  土 痰 1 5 . 6  3 I 

86 土 牙 1 1 . 6 6 . 0  3 . 3  4 I 底一 糸切 111  土 痰 1 0 . 0  で
I
す

87 土 坪 1 2 . 4  5 . 5  3 . 8  令 底一 糸切 1 12 土 杯 1 2 . 2  6 . 2  5 . 0  百3― 内両ー ミ ガキ ・農色処埋 底一糸りJ

88 土 坪 14 . 6 4 I 1 13 須 坪 1 2 . 2  6 . 2  3 . 6  3 1 底一 糸切

89 土 坪 1 1 . 8 5 . 2  3 . 9  + 内面ー ミ ガヤ ・ 農色兒埋 底一糸り 114 須 台杯 1 2 . 0  I 
I 底一 糸切 ・ 回転 ケ ズ リ

90 土 坪 14 . 0  6 . 6  5 . 5  ¾ 内面ー ミ Ifキ ， 農色処理 底一糸切 1 15 須 台杯 1 4 . 0  9 . 3  6 . 2  5 I 

91  土 台杯 1 1 . 4 5 . 2  4 . 8  令 内面ー ミ ガキ ・ 農色処理 底糸りl 1 16 須 台杯 7 . 4  2 5 底 一 回 転 ケ ズ リ

92 土 台杯 14 . 0  ＋ 内面一陪 文 · 匪色兒埋 底―糸りl 1 1 7  須 蓋 3 I 天一 回 転 ケ ズ リ

93 土 台杯 5 . 0  旦3 内面ー ミ ガキ ・ 農色処理 底一糸り］ 118 須 蓋 9 . 6  6 I 天一 回 転 ケ ズ リ

94 土 台杯 6 . 6  
4 
5 内面一 ミ ガキ ・ 農色処埋 底一糸り］ 1 19 須 蓋 1 2 . 8  6 l 天一 回 転 ケ ズ リ

95 土 台杯 14 . 0  古 内面ー ミ ガキ ・ 農色見埋 切 120 須 空-='a, 9 . 0  す 自 然釉

96 土 台杯 + 内面一賠 文 ・ 農色処埋 底一糸りl
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図 18

2 号住居址 遺物 （ 図 16- 1 8)

土師器 ・ 灰釉陶器と、 混入品 と判断される須恵器か出土している。 以下の器種分類の内、 土師

器坪に関しては 1号住居址に準 ずる。
土師器坪 A 2( 72 - 86) 、 A 3( 87 · 88) と内面 黒色処理された B( 89· 90)に分類される。 B 類は、

内面が放射状にミ ガ キ 調整されている。 112は、 混入品と判断される。

土師器裔 台坪 ( 91- 9 8) 内面がヘ ラ ミ ガ キ 調整 •黒色処理され、 ロ 径12cm以下の小形 品 と14

cmの大形 品が確認される。 ヘ ラ ミ ガ キ は 、 97が放射状に、 92 · 96は暗文として施されている。

土師器痰

灰釉陶器

( 109- 11 1 )  

( 99- 10 8) 

ロ 縁が短 く 外反し、 110は外面がロクロ調整の後ヘ ラ ケ ズ リ される。

Jill ( 99) 、 椀 ( 105)が確認される。 施釉 方 法には、 刷毛塗りと漬け掛け

が存 在する。 後者は混入品である可能性がある。 高台は、 内面がやや内弯した三日月 高 台 の退 化

した形態をとり、 底 部は回転 ヘ ラ ケ ズ リ により調整されている。

須恵器 ( 113- 12 0) 別遺構の可能性が高い床面 ピットに伴う遺物と判断される。
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3 号住居址
遺構（ 図 1 9)

4.4X 4.0 m の方 形を呈し 、 壁高は30cmを測る。 内部に 3. 5 X 2.6 m の長 方 形の掘 り 込みが存在し、

床面が 2段構造を な す も のである。 床面は 軟弱であ り 、 北東と北西隅 に 径70cm 、 深さ10cmの ピ ッ

ト を有するほか 、 内側の掘 り 込みに よる北壁に も 、 柱穴と判断される1.5 m 間 隔の2つの ピ ッ ト が

存在する。 カマ ド は 東壁南隅よ リ に位 置 し 、 構築材と思われる角 礫が崩 壊した状 況に あ り 、 やや

凹みをなす燃焼部と壁 外に伸びた煙道の一 部が遺存している。 追物は カマ ド内のはかに、 床面と

その直上から 多く検出されている。
遺物 （ 図20 - 24)

土師器 ・ 灰釉陶器 ・ 緑釉陶器が出土している。 以下の器種分類のうち 、 土師器坪に関しては 1
号住居址に 準 ずる。

土師器坪 A 1 ( 12 1  - 145 ) 、 A 2( 14 6- 153) 、 A 3 ( 154 - 1 5 9) に 分類される。

土師器高台坪 口 径12cm 以下の も のを小形品( 1 60 - 167) 、 1 3- 16crnの も のを大形 品とする。 大

形 品 は 、 内面か黒色処理され ない A 類 、 黒色処理される B 類に分類され、 このうちヘ ラ ミ ガ キ 調

整による も のを A l(l 68 · 1 69) · 8 1( 170 - 177) 、 無調整の も のを A 2( 17 8- 1 80) · 8 2( 183-1 92) と

する。 A 1 と B 1 の170 · 1 7 1 には 放射状のヘ ラ ミ ガ キ が内面に 施される。

土師器猥(200 · 20 1) 羽 釜と推定され 、 胎土は 内耳土器のそれに近似する。

灰 釉 陶器 稜 皿(1 94) 、 皿(195) 、 段皿( 196 · 1 97 ) 、 椀( 198) が存在する。 稜 JJJl • 椀は 無釉 、 その

はかは 漬け掛けに よ り 施釉 される。 底 部に は 糸 切痕が残され 、 高 台 は三角 高 台 となる。

緑釉 陶器( 199) 混入 品の可能性が高い。 底部を除き施釉され 、 黄 白 色を呈し極めて軟質である。

番 種 器 法 最 遺 番 種 器 法 絨 逍
存 成 形 ・ 調 整 • 他

号 別 種 存
成 形 ・ 調整 • 他

万ロ 別 種ロ 径 底径 器高 口 径 底径 器高

121 土 坪 9. 6 5 . 6 1 .  6 告 底一糸切 132 土 坪 9.2 4 .5 2 .4 2 1 底一 糸 切

122 土 坪 8 . 5  3 l 133 土 胚 9.2 4 . 8 2 .5 + 底一糸切

123 土 坪 8.5 4 .2  2 .5 完 底一糸切 134 土 杯 9.4 4 .0 2 . 4  牙 底一 糸切

124 土 坪 8.7 3. 8 2 .5 + 底一 糸切 135 土 胚 9.4 4 .5 2 .0 4 I 底一 糸切

125 土 坪 8. 8 3.2 2 .0 4 I 底一糸切 136 土 杯 9.4 3. 8 1 .  8 + 底一 糸 切

126 土 坪 8. 8 3. 8 2 .0 百3― 底一 糸切 137 土 坪 9.4 4 .5 2 .7 i- 底一 糸 切

127 土 坪 9.0 4 .2 2 .5 2 I 底一糸切 138 土 杯 9.5 4 .0 2 .0 "'--九: 底一 糸切

128 土 杯 9.0 3. 9 2 .5 令 底一 糸切 139 土 坪 9.5 4 .0 2 . 6  完 底一糸 切

129 土 坪 9.0 4 . 8 2 . 1  2 I 底一糸切 140 土 坪 9. 5 4 .7 2 .4 4 I 底一 糸切

130 土 坪 9. 1 3.7 2 .0 完 底一 糸切 1 4 1  土 杯 9. 6 3. 8 2 .5  2 I 底一 糸切

13 1  土 坪 9. 1 4 .5  2 .3 完 底一 糸切
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番 種 器 法 量 逍 番 種 器 法 量 遺
方ロ 別 種 存

成形 ・ 調整 • 他
すロ 別 種 存

成 形 ・ 調整 • 他
ロ 径 底 径 器 高 ロ 径 底 径 器 高

142 土 坪 9 . 6  4 . 3  2 . 4  4 I 底一 糸切 172 土 台杯 6 . 5  4 I 内面- , ガキ・農色処坦 底—糸り+r

143 土 牙 9 . 7  4 . 7  2 . 6  4 l 底一糸切 173 土 台杯 6 . 5  寸
I― 内面- , Ifキ ・翌色処理 底-糸り・ナテ'

144 土 杯 9 . 8  3 . 3  2 . 8  すI 底一 糸切 174 土 台坪 14 . 2  8 . 0  5 . 8  令 内面— ' If� ・農色処埋 底甘糸り・ナデ

145 土 坪 9 . 8  4 . 0  2 . 6  令 底一 糸切 175 土 台杯 1 5 . 6  6 . 5  6 . 6  古 内面ー ミ ガキ ・恩色処坦 底ー糸り・ナデ

146 土 牙 10 . 0  3 . 6  3 . 2  すl 底一 糸切 176 土 台坪 15 . 0  すl 内面ー ミ ガキ • 黒 色処理

147 土 坪 10 . 2  令 177 土 台奸 15 . 5  令 内面ー ミ ガキ • 黒色処理

148 土 杯 10 . 5  4 . 2  3 . 2  告 底一 糸切 178 土 台坪 13 . 7  6 . 2  4 . 4  古 底ー ナ デ

149 土 杯 1 1 .  7 4 . 5  3 . 5  百l― 底一糸切 179 土 台杯 1 3 . 4  6 . 2  5 . 9  令 底ーナ デ

150 土 牙 1 1 . 4' 3 . 9  3 . 3  4 l 底一 糸切 180 土 台杯 1 4 . l  6 . 4  5 . 4  且4― 底ーナ テ�

151 土 珂 1 1 .  7 5 . 5  3 . 2  2 I 底一 糸切 181 土 台杯 1 5 . 3  5 . 7  6 . 9  ＋ 底ー ナ デ

152 土 珂 12 . 7  5 . 7  4 . 4  + 底一 糸切 182 土 台坪 1 7 . 3  4 l 

153 土 坪 12 . 7  3 . 8  3 . 5  令 底一 糸切 183 土 台杯 14 . 1  6 . 5  5 . 1 すI 底ーナデ 内面ー黒色処埋

154 土 杯 12 . 1  5 . 1  4 . 0  完 底一 糸切 184 土 台杯 1 5 . 0  6 . 4  5 . 4  完 底ーナデ 内面ー黒色処理

155 土 珂 12 . 5  5 . 0  3 . 6  完 底一 糸切 185 土 台坪 1 4 . 0  6 . 4  5 . 6  告 底ーナデ 内面ー黒色処埋

156 土 坪 1 3 . 7  6 . 4  3 . 9  + 底一 糸切 186 土 台杯 14 . 6  6 . 1 5 . 9  百2― 底ーナデ 内面ー黒色処理

157 土 只く 13 . 7  5 . 1 4 . 5  + 底一 糸切 187 土 台杯 14  . 2  6 . 5  5 . 8  完 底ーナデ 内面―盟色処理

158 土 杯 1 4 . 9  5 . 4 3 . 7  + 底一 糸 切 188 土 台杯 6 . 2  すI 底ーナデ 内面一農色処埋

159 土 坪 9 . 3  5 . 8  4 . 8  + 底一 糸切 189 土 台杯 1 5 . 2  + 内一黒 色処理

160 土 台坪 9 . 2  5 . 5  2 . 5  底ーナ デ 190 土 台坪 14 . 2  + 内 一黒 色処理

161 土 台杯 9 . 9  4 . 5  2 . 5  底ー ナ デ 191 土 台杯 13 . 4  4 1 内一 黒 色処理

162 土 台杯 10 . 3  5 . 2  3 . 7  底ー ナ デ 192 土 台杯 14 . 7  + 内一 黒 色処理

163 土 台杯 1 1 .  9 5 . 3  3 . 7  底ー ナ デ 193 土 台杯 1 7 . 6  + 足篇高台 内面ー ミ ガキ ・農色処理

164 土 台坪 6 .  1 3 . 8  底ー ナ デ 194 灰 稜皿 9 . 8  5 . 4  3 . 0  令 内面ー 自然釉 底一糸切 ・ ナテ’

165 土 台奸 5 . 5  底一 糸切 ・ ナ デ 195 灰 皿 12 . 1  6 . 8  2 . 5  完 漬け掛け 底ー糸切 ・ ナテ’

166 土 台杯 5 . 1 底ー ナ デ 196 灰 段皿 1 2 . 5  6 . 3  2 . 1  百3― 漬け掛け 底一糸切 ・ ナテ’

167 土 台杯 5 . 9  底ー ナ デ 197 灰 段皿 14 . 1  6 . 7  2 . 6  4 1 清け掛け 底ーナデ

168 土 台杯 15 . 5  7 . 8  5 . 3  内面ー ： ガキ 底ーナデ 198 灰 椀 14 . 5  6 . 0  5 . 6  令 底ーナ テ

169 土 台杯 15  6 . 2  5 .  内面ー ミ ガキ 底一条り ・ ナデ 199 緑 椀 7 . 3  l l 底ーナ デ 釉剥離

170 土 台杯 6 . 4  内面ー ： ガキ ・盤色見理 底—tテ’ 200 土 羽釜 1 2 . 2  古

171 土 台杯 13 . 6  6 . 7  4 . 8  内面ー ミ tfキ ・農色処理 底—tテ’ 201 土 羽釜 1 9 . 0  + 
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図24 3 号住居址 出 土 土 器 ⑤ ( 1  : 3 )  

土塙 （ 図25)

l . 4 X  l . O m の 長 円 形 を 呈 し 、 深 さ は 1 0cm を

測 る 。 底 面か ら やや 浮 い た 状 態 で 、 土師器杯

A 2(202 · 203 ) 、 A 3 ( 204 · 205 )が出 土 し て い る。

2 号住居址 と 近接 し た 位置 に あ り 、

性が考慮 さ れ る 。

その関連

番 種 器 法 最 逍
成形 · 調整 • 他

号 別 種 口 径 底径 器高 存
202 土 坪 10 . 2  4 . 3  3 . 3  2 1 底一 糸切

203 土 坪 10 . 2  4 . 3  3 . 3  百2 底一 糸切

204 土 牙: 12 . 6  6 . 5  3 . 9  4 I 底一 糸切

205 土 坪 1 2 . 6  3 I 
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III期の瑣構は、 住居址 3 軒と土睛 l 甚 であ り 、 い ず れの瑣構 も 全形か検 出 さ れ 、 出 土逍物 も 翌

富 である こ とか ら 、 該期の良好な 資料として提示する こ とが できる。
住居址構造は、 規俣 4 111 内外の 方 形を呈し、 J未 面に明確 な 柱穴か認め ら れ ず 、 カマ ドが東陸の

南東隅寄 り に位置し 、 その南側に貯蔵穴を有する点において共通した特徴を抽 出するこ とができ

る。 住居址規模が小形化し 、 カマ ドが隅角 付近に位慣する傾向は 、 平安時 代 後半における一般的

な現象と理解 さ れ 、 1 - 3号住居址に指摘 さ れる共通の特徴は 、 本 期 の住居址構造を表徴する も

のとして把握 さ れる。

出土土器は 、 土帥 器· 灰釉陶器に限 ら れ 、 須 恵器は伴 出しな い と判 断 さ れる。 また 1 · 2 号住

居址と 3 号住居址の出土土器を比較すると 、 連続性のな か に も 時間 的 な 前 後関 係による様相 の相

違が確認 さ れるため 、 1· 2号住居址査 料を古段階 、 3号住居址賓料を新段階と し て把握するこ

ととする。

古段階

年代の 目 安となる灰釉陶器は、 2号住居址出土の一 部を除き 、 泊け掛けによる施釉 、 退化 し た

三 日 月高台あるい は三角 高 台 の特徴を有する。 椀のうち深い体部を有する67は、 口 縁内 面の沈線

と 、 やや 外に開 〈 断面二等辺三角 形に近い裔 台 の 形 態 的要素 か ら 、 東山72号窯式あるいは虎埃山
1 号窯式に比定 さ れる。 胎土か ら 、 恐 ら く は猿投窯の製 品 であ ろ う。 その他は 、 美濃窯 製 品と推

定 さ れ 、 同期を前 後する窯式に該当 さ せて矛盾はない。

土師器杯は 、 内面無調整の A 類のうち 、 中 形の A 2 (3 7- 49 · 72 - 8 6) が主体とな り 、 こ れに A 3

と 、 少数の A l 、 例外的に B 類か加わる。

土師器高台杯は 、 新段階における B 1 に近似するが 、 内面黒 色処理とヘ ラ ミ ガ キ調格が比較的

丁 寧 であ リ 、 深い体部を有する椀形 ( 61 - 65 ) か特徴的 である。

土師 器甕は 、 断片的資料か ら みて、 II期に見 ら れたロクロ調整ヘ ラ ケ ズ リ による猥の系 譜を持

ちなが ら 、 体部が短 く な り 、 平 底 化する も のと推定 さ れ 、 は ほ消 滅する傾向が指摘 さ れる。

新段階

灰釉陶器は、 i責け掛けによる施釉と 、 無釉の も のが存在し、 高 台は三角 高台が主流 である。 無

釉の椀と稜lU1 ( 1 9 8 ·195) は 、 美濃窯における丸石 2号窯式に比定して大過無い も のと考 え ら れ

る。 その他 も 同期を前後する窯式に該当 さ せて矛盾はない。

土師器坪は 、 内面 無調整 の A 類に限 ら れ、 過 半が小形の A 1 ( 1 2 1 -145)によ り 占 め ら れる。 古段
階の小形化傾向か更 に 顕在化した も のであ り 、 中 世 「カ ワ ラ ケ 」の原 形を見る こ とができる。

土師器高台胚は 、 多様な構成が見 ら れ 、 灰釉稜 皿の模倣品としての小形品(160 -16 7)か笠場し、

内面黒色処理 さ れ な か ら ヘ ラ ミ ガ キ調整を消失 さ せた B 2 (183 -19 2) 、 黒 色処理を も 消 失 さ せた

A 2 (1 78 -180)が主体とな り 、 新段階よ り 更に粗雑化する傾 向か指摘 さ れる。

以上の土器様相か ら 、 坪の小形化 、 高 台坪 の灰釉陶器模倣 、 甕の消失化という土師器解体過程

が読み取 れよう。 その実年 代に関しては 、 灰釉陶器の年代観よ り 、 11世紀代に比定しておきたい。
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5 そ の 他 の 遺構 と 遺物

1 - 3 号 溝址 （ 図2 6 · 27 )

調査地の中 央部 、 1 · 2号住居址と 3· 4号住居址とを境 界する形 で 、 東西方 向 に 横切る溝群

であり 、 3号溝址のみ L 字 形 に 南北方位を取り 、 かつ 1号溝址と重複している。 1 · 2号溝址は、

未掘部分をはさんで東西に 分断されており 、 西側部分は 、 明確な溝状とならず 、 大小の ピ ッ ト か

重 なり 、 変 形した形 で検出 されている。 また 、 東側部分の東端に おいて遺構として収束をみるカミ

更 に 東へと連続し低湿地へと伸びていた こ とが予 想され 、 排水を機能とした溝であった可能性が

高い も のといえる。 溝の深さは 、 最深50cmを測る。 溝の覆土に は 、 大小の土器片が包含されてお

り 、 特に 1 · 2号溝址の東側部分に その大部分か集中して見られた。 出土土器は各期の も のか含

まれるが 、 !Tl 期 に 該当する も のが多 〈 、 該期に 属する可能性が指摘される。

検 出 面 出 土 遺 物 （ 図2 8 · 29)

遺構に 伴わず 、 遺構検出 の際に 出土した も のを一括した。

I 期に該当する土師器(232 -23 8 )、 II 期に 該当する土師器(255 -259 ·2 65) 、 Ill期 に 該当する土

師器 · 灰釉陶器(2 60 - 2 64 · 2 66- 2 70)か出土しているほか、 II 期をさかのはる 奈良時代所産の須

恵器類(239 -254) が確認される。 調査に おいては遺構の検出を見 ないが 、 遺跡内に 該期の集落が

存在する可能性を示唆している。

/
J

-

----------• 一

戸三 3 号溝

... 

• 一l云 ／
/ 

/� 二三� m

図2 6 1 · 2 · 3 号溝址( 1 : 1 50) 
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番 種 器 法 麓 逍 番 種 器 法 屈 沿
号 別 植 存

成 形 ・ 調 整 • 他
号 別 種 存

成 形 ・ 調 整 • 他
ロ 径 底 径 器 高 ロ 径 底径 器情j

206 土 坪 10.4 6 I 239 須 蓋 11. 5 5 . 1 百I― 天ー ケ ズ リ

207 土 坪 12.4 6 I 内 面ー ミ ガキ •黒色処理 240 須 蓋 丁I 犬ー ケ ズ リ

208 土 坪 13.0 8 I 内 面ー ミ ガキ ・ 無色処埋 241 須 蓋 ＋ 天ー ケ ズ リ

209 土 坪 15 .4 セ 内而ー ミ ガキ •黒色処理 242 須 蓋 15 . 8 3 .1 2 I 反ー ケ ズ リ

210 土 台杯 5.8 _;j_ 4 243 須 盗 15 . 9  3.1 牙 夭ー ケ ズ リ

21 I 土 台杯 6.4 す3 244 須 蓋 17.2 -t 夭ー ケ ズ リ 自 然釉

212 土 甑 6.2 すI 外面ーケ ズ リ ・ ミ ガも内面—農色見埋 245 須 蓋 15 . 9  す 天ー ケ ズ リ

213 土 甕 9.0 す ハ ケ メ 246 須 蓋 16. 9 8 I 

214 土 脚台 牙 内面ー ミ ガキ •黒色処理 247 須 坪 1 6.0 + 底ー ケ ズ リ

215 土 甕 1 6. 8  12 I 外面ーハ ケ メ 、 内面ーナテ・ 248 須 坪 14 .3 8.5 3. 6 _;J_ 4 底ーナ デ

216 土 甕 21.0 和 外面ーケ ズ リ 、 内面ーナデ 249 須 坪 6. 4 2 I 底ーヘ ラ 切 ・ ナ テ．． 

217 須 坪 10.4 TI! I 250 須 坪 9. 6 告 底一糸 l;IJ

218 須 坪 1 1 . 7 5 1 251 須 台杯 10. 8  9.0 3.7 す

219 須 蓋 すI 天ー ケ ズ リ 252 須 台坪 6. 8 T I 底ーナ デ

220 須 蓋 す 天ー ケ ズ リ 253 須 台杯 9. 8 2 I 底ー ケ ズ リ

221 須 蓋 12 .5 8 l 254 須 引ムr,く 1 9. 1  4 I 

222 須 台杯 7 . 0  + 255 土 多ムIr,く 23 . 0  + 外面一ケズ リ 内面ーカ キ ／

223 須 台杯 6 . 9  2 I 底ーヘ ラ 切 · ナ デ 256 土 甕 24 . 4  12 I 外面ーカ ギ J 内面ーカ \ J

224 須 台杯 13.3 4 I 底一回 転 ケ ズ リ 257 土 坊ムくf 23. 6  古 内 面ー カ キ メ

225 須 高坪 15. 6 布I 258 土 痰 2 6.0 8 l 内 面ー カ キ メ

226 須 瓶 9.0 4 I 自 然釉 259 土 猥 21. 6 + 
227 灰 椀 13.5 和 底一 回 転 ケ ズ リ 260 土 坪 8.2 3.3 1. 9 す I氏一 糸 I;/)

228 灰 椀 14 . 4  T2 I 261 土 坪 9.1 4 . 8 2 .5 3 I 底一 糸 りJ

229 灰 椀 7.2  4 I 底一 回 転 ケ ズ リ 262 土 坪 10.4 丁I 

230 灰 椀 8.3 3 I 底一 回 転 ケ ズ リ 263 土 牙 10 .0 4 .0 2 . 9  完 底一糸切

231 灰 皿 7 .4 令 底一 回 転 ケ ズ リ 264 土 坪 12 .2 6.0 2 .5  2 I I底―糸切

232 土 功
丑

ぺIi 14 . 8  8 I ハ ケ メ 265 土 坪 15 . 6  7 .0 5.5  4 I 底—liitケ ス: 11 内面— , n・憔色処理

233 土 甕 15 . 6  5 I ハ ケ メ 266 土 台杯 2 I 内面ー ミ ガキ • 黒色処理

234 土 殷 15 .5 3 I 外面ーハケ! , 内面ー ミ ガキ 267 土 甕 17.5 12 
235 土 堪 2 I 268 灰 瓶 4 . 1  告

236 土 脚台 9. 0 3 I 269 灰 椀 6.5 す 底一回 転 ケ ズ リ

237 土 杷手 270 灰 皿 13.2 7 . 6  2 .7 -t 底ーナ デ

238 土 把手
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N 調査 の ま と め 一平安時代の 土器様相 に つ い て 一

調査により抽出された I - III 期の逍構と逍物のう ち 、 特に注目されるものは III 期の逍物であり、

当 該地の平安時代土器様相を考えるうえで良好な資料として提示することかできる。

次に 、 本遺跡の土器群を軸とし 、 先 年報告された 「 浅川扇状地逍跡群牟礼パ イ パ ス B · C · D

地点」資料を引 用しなから 、 平安時代土器様相の段階的 な把握を試みたい。

第 1 段階 （ 「 牟礼バ イ パ ス B · D 地 点」 古様相 図30)

土師器の製作技法に、 回転台（ ロ ク ロ）が導入されたことを特徴的要素とし 、 前代の回転台を

用 い ない土師器の伝統的様相か刷新される。 坪は、 ロクロ調整され 、 底部は回転箆 切 · 回転糸切

の後静止 ケ ズ リ ・ 回転 ケ ズ リ により丁寧に再調整される 、 内面が研磨され黒 色処理が施される点

は前代の伝統を踏襲する。 猥は、 北陸から北信に通有のロクロ痰の初源をなし 、 外面下半をヘ ラ

ケ ズ リ 、 内面をカ キ メ とハ ケ メ により再調整するもので、 口縁部は須 恵器的な形態を呈する。 こ

の須恵器的な形態の模倣は 、 次 第に退化し、 受口状の口縁部形態へと移行する。

須 恵器杯は 、 底部切り放し技法か 、 回転糸切に統一され 、 無調整の ま まである ことを原則 とす

る。 古相には回転箆切によるものが遺存するようである。 高 台杯は次 第に組成比率が滅じ 、 消滅

する傾向 か現われる。

第 2 段階（ 「 牟 礼バ イ パ ス B · D 地 点」 中 • 新様相 、
「三 輪逍跡」 II 期 図31)

灰釉 陶器の出現と搬入により 、 須 恵器が粗雑化し消滅する ことを特徴的要素とする。

土師器坪は、 底部回転糸切後の再調整が次 第に失われ 、 底 部の縁辺 部のみを 回 転 ケ ズ リ するも

のから無 調整のものへと移行する。 また内面黒色処理の伝統も、 新相に至り消滅する傾 向が現わ

れる。 土師器甕は、 口縁部を受口状とした典型的なロクロ猥が成立し、 次 第に短胴化するととも

に 、 内面のハ ケ メ ・ カ キ メ 調整か祖略となる。

須 恵器坪は 、 新相においては消滅するものと考えられ、 灰 白 色を呈する低火度 焼成の粗雑 な製

品が主流となっている。 須 恵器高 台杯は 、 灰釉 陶器の出現によりその存在価値が失われ 、 代わっ

て 、 灰釉 陶器を模倣した 土師器高台坪 • 高 台 皿が新器種として登場する。

灰釉 陶 器の出土例は少 ないものの 、 古相に黒笹1 4号窯式製品（牟 礼 バ イ パ ス D 地 点 11号住居 址）

の伴出が確認される。

第 3 段階（「 牟 礼 パ イ バ ス C 地 点 」 「 三 輪 遺跡」 [[[ 期 固32 )

灰釉 陶 器の搬入増加に伴 い 、 土師器か粗雑化し衰退する ことを特徴的要素とする。

土師器牙は 、 内面のヘ ラ ミ ガ キ 調整 • 黒 色処理の伝統が完全に失われ 、 次 第に小形化 し て 「カ

ワ ラ ゲ」への移行を見せる。 高 台坪 •皿も 、 新相には内面無 調整が主流となり、 底 部無調整の ま

ま高台を貼付するという最も簡略化された成形になる。 同器種は 、 灰釉 陶器椀 . illlの模倣 品とし

て 、 器種組成のなかでは大きな位置を 占 めるようになる。 土師器甕は前段階のロクロ猥の系譜上
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に位置しながら、 ヘ ラケ ズリ ・ カ キ メ ・ ハケ メ による 2 次調整が消失し 、 組成における比率は 、

比較になら ないほ ど 減 少している。 また、 羽 釜が新たな 品 種として登場する。 土師器煮 沸 用器種

の衰退は、 それに代わる金属製煮 沸具の普及を暗示するものである。

灰釉陶器の伴出は 、 古相に虎淫山 1号あるいは東山72号窯式 、 新相に丸石 2号窯式の製品が確

認される。

年代比定の根拠は 、 伴出している灰釉陶器の編 年的研究成果による部分が大きい。 灰釉陶器の

編 年をめ ぐ っては 、 従来の 年代観を修正する動 向が認められる。 斉藤孝正氏は、 猿投窯の編 年に

ついて 、 V 期(K - 1 4、 K - 90) を 9 世紀後葉から10世紀初頭に比定する編 年観を提示し、 吉 田

恵二氏は、 K - 14号窯式期が825 年前後に置かれる可能性を指摘している。 こ こでは、 灰釉陶器

の出現期が 、 9 世紀代にまで引 き上げられるものと受とめておきたい。

この灰釉陶器の 年代観をもとに 、 設定した各段階の暦 年代を想定するなら 、 第1 段階 9 世紀

前半 、 第2 段階 9 世紀後半-10世紀後半、 第3 段階 11世紀という 年代観が導かれる。 ただし、
第1 段階の古相は 、 「ロクロ土師器」 の出現期と考 えら れ、— 坪底部切り放し技法に回転箆切が遺

存しているため 、 奈良時代後半にさかのはる 可能性が強く 、 奈良時代の土器様相の把握も含めて、

今後の検討を待ちたい。 また、 第2 段階は、 灰釉陶器の示す 年代幅が大きく、 土師器牙底部の回

転ケ ズ リ 調整の消滅と 、 須 恵器杯 、 高 台杯の消滅過程がやや不連続であるため 、 将来的に再編成

され、 細分されて然るべきものといえる。

なお 、 長野市篠 ノ 井 「石川条里的遺構」において 、 埋没水 田 層より出土した土師器・須恵器坪

は 、 第2 段階古相に比定されるものであり、 同 水田を被 毅する氾濫土が日本紀略に登場する仁和

4 年 ( 8 8 8) 信濃国の大洪水に由来するとした場合、 年代根拠の大きな柱をえる ことができる。

同 逍物と共伴して灰釉陶器破片が 1 点検出されているが 、 資 料の増加が待たれると ころである。

以上雑 ぱくながら 、 当 該地の平安時代の土器様相について段階的に把握してみた。 その分析に

おいては、 各 器種の型 式学的検討が根幹となる ことは言う までもないか、 住居址内に時間幅を有

しながら廃棄されたと考えるべき遺物、 それも土師器杯や須 恵器胚 な どの小形の器種について 、

50 年単位での明確 な形態差の抽出か可能となるかは疑問が残る。 その細分において 、 製作技術の

変移や器種組成における比率の関係が重要な視点となる ことが再確認できよう。 特に、 土師器製

作に見られる技術刷新 、 灰釉陶器の出現と須恵器 生産の衰退 な ど 、 土器様相の変貌に関わる社会

的要因について 、 今後大いに論議される ことが期待される。
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